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インターバンクの声 （2016 年 2 月 29 日） 
 

週末、米国の昨年第４・四半期 GDP と、１月の個人消費でも取り分け連邦準

備理事会（FRB）などが注目しているコア個人消費支出（PCE）が市場予想よ

りも堅調な結果となり、ニューヨーク市場の中盤からドルが全面高となった。

特にコア PCE は、２０１４年７月以来の大幅な伸びとなり、FRB の年内利上げ

の可能性を引き戻すどころか利上げ時期が想定されるより早まると思わせる

内容だった。ただ、ニューヨーク市場の朝方に上昇傾向にあった原油価格が

反落したり、米国債利回りの上昇が株式市場には重石になってしまったこと

もあってドルは終盤には上昇力を失ってしまった。主要２０ヵ国・地域（Ｇ

２０）財務相・中央銀行総裁会議については、市場の安定に向けてあらゆる

政策を総動員することで合意したことを好感する見方が優勢のようだが、具

体的に財政出動に積極的な動きを見せた国もなく、世界経済の回復が続いて

いる認識を示したからと言って、週明けからの市場が落ち着きを見せ始める

かどうかは微妙なところだろう。まだまだ原油価格の動きや指標結果などに

神経質な相場展開が続きそうだ。 
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